
　

新
バ
チ
ス
タ
と
し
て
、
心
臓

手
術
で
有
名
な
「
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
ピ
ン
グ
法
」
は
、
北
海
道

大
学
の
松
居
喜
郎
教
授
が
開
発

し
た
術
法
で
す
。

　

松
居
教
授
を
招
い
て
、
「
悪
い

心
臓
を
手
術
で
治
せ
る
？
」
と

題
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
多
数
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

●
日
時
→
７
月
22
日

（月）
午
後
３
時
～
４

時
30
分

●
場
所
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
４
階
小

ホ
ー
ル

●
問
合
せ
→
市
立
病
院
事
務
局
総
務
課

☎
（
２
３
）
２
１
６
６

※
広
報
７
月
１
日
号
の
本
講
演
会
案
内
で
、

松
居
教
授
の
氏
名
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
コ
ー

ド
を
ご
本
人
へ
通
知
し
て
い
ま
す
。
一

部
の
手
続
き
で
記
載
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
票
コ
ー
ド

通
知
票
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
世
界
７
カ

国
語
対
応
）

●
住
基
カ
ー
ド
申
請
に
必
要
な
も
の
→

交
付
申
請
書
（
市
民
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
）
・
写
真
（
写
真
付
き
を
希
望
す
る

方
）
・
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
証
明
書
・

手
数
料
５
０
０
円

●
申
請
時
間
→
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

●
申
請
・
問
合
せ
→
市
市
民
課
☎
内
線

２
１
０
２　
　

出
書
を
提
出
し
て
か
ら
行
う
こ
と

▽
日
没
後
は
行
わ
な
い
こ
と

▽
ほ
か
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
な
処
置

を
し
て
か
ら
行
う
こ
と

▽
監
視
し
な
が
ら
少
量
ず
つ
行
う
こ
と

▽
消
火
の
準
備
を
し
て
か
ら
行
う
こ
と

▽
残
り
火
、
飛
び
火
に
気
を
付
け
る
こ
と

▽
風
の
強
い
日
は
行
わ
な
い
こ
と

●
災
害
案
内
☎
（
２
２
）
４
４
４
９

●
問
合
せ
→
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合

消
防
署
☎
（
２
３
）
２
６
１
９

　

平
成
25
年
７
月
29
日

（月）
・
30
日

（火）
の

２
日
間
は
、
認
証
局
の
サ
ー
ビ
ス
が
停

止
す
る
た
め
、
市
窓
口
で
電
子
証
明
書

の
発
行
お
よ
び
失
効
業
務
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●

問

合

せ

→

市

市

民

課

☎

内

線

２
１
０
２

  　

平
成
25
年
７
月
８
日
か
ら
外
国
人
住

民
の
方
に
つ
い
て
も
、
住
基
カ
ー
ド
の

取
得
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
開
始
に

と
も
な
い
、
外
国
人
の
方
の
住
民
票
に

　

士
別
翔
雲
高
校
と
士
別
東
高
校
の
来

春
卒
業
予
定
者
の
う
ち
、
就
職
希
望
者

は
４
月
末
現
在
で
36
人
（
男
子
17
人
・

女
子
19
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
年
者
の
地
元
へ
の
定
着
は
、
地
場

産
業
の
繁
栄
と
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
と
魅
力

あ
る
職
場
や
社
会
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

各
事
業
所
で
は
、
こ
う
し
た

趣
旨
を
ご
理
解
さ
れ
、
早
い
時

期
に
若
年
者
の
採
用
計
画
を

立
て
、
求
人
に
つ
い
て
申
し
込

ま
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

士
別
☎
（
２
３
）
３
１
３
８

　

こ
の
時
期
は
、
農
作
業
の
火
入
れ
が

多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
麦

わ
ら
や
、
枯
れ
草
な
ど
に
よ
る
火
災
も

多
く
な
り
ま
す
。

　

麦
わ
ら
・
枯
れ
草
焼
き
を
行
う
と
き

は
、
火
災
予
防
の
た
め
次
の
こ
と
を
守

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
事
前
に
消
防
署
に
連
絡
す
る
か
、
届
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若
年
層
地
域
定
着
を

高
卒
者
の
採
用
を

 

火
災
予
防
に
ご
協
力
を

麦
わ
ら
・
枯
れ
草
焼
き

 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
等
の
停
止

 

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

外
国
人
住
民
の
住
基
ネ
ッ
ト

　 　

　　　　　

新バチスタ手術

の開発者が講演



　

８
月
１
日
に
高
齢
受
給
者
証
を
更
新

し
ま
す
。
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

　

期
限
切
れ
の
受
給
者
証
は
、
市
役

所
、
朝
日
総
合
支
所
ま
た
は
各
出
張
所

に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

●

問

合

せ

→

市

市

民

課

☎

内

線

２
１
１
２

　

現
在
お
持
ち
の
限
度
額
適
用
認
定
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

引
き
続
き
認
定
証
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
市
役
所
、
朝
日
総
合
支
所
ま
た
は

各
出
張
所
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
期
限
切
れ
の
認
定
証
は
、
申

請
窓
口
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

●

問

合

せ

→

市

市

民

課

☎

内

線

２
１
１
３

　

平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期

限
の
各
受
給
者
証(

重
度
・
ひ
と
り
親
・

乳
幼
児
）
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
８
月

１
日
以
降
利
用
で
き
る
受
給
者
証
を
自

重
度
・
ひ
と
り
親
・
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

動
更
新
に
よ
り
送
付
い
た
し
ま
す
。

 

た
だ
し
、
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降

に
転
入
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
す
で
に
、
所
得
確
認
書
類(

平
成
24

年
中
の
所
得)

を
提
出
済
の
場
合
は
手

続
き
は
不
要
で
す
。

※
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

税 率 は 変 わ り ま せ ん
「 国 民 健 康 保 険 税 」

　平成 25 年度は国民健康保険税の税率等の変更はありません。みなさ
んが納める国保税は下表の①～④の合計額です。年度途中で国保に加入、
または脱退したときは月割りで計算されます。

区分 医療分 後期支援分
介護分

（40～64歳）

①所得割
世帯の所得に
応じて計算

5.6％ 2.3％ 2.5％

②資産割
世帯の固定資産
税額に応じて計算

36.0％ 4.0％ 4.0％

③均等割
加入者１人
あたり年額

21,000 円 6,000 円 6,000 円

④平等割 １世帯あたり年額 21,000 円 7,000 円 6,000 円

課税限度額（法定限度額と同額） 510,000 円 140,000 円 120,000 円

●低所得者の軽減（申請は不要）
　　国保世帯の総所得金額が基準所得以下の場合は、均等割と平等割が

　7割・5割・２割で軽減されます。

●後期高齢者医療制度移行に伴い単身世帯になられた方の軽減
　（申請は不要）
　　世帯員の方が、後期高齢者医療制度へ移行することにより、　国保

　単身世帯となった場合は、５年間は平等割（医療分、支援分）が半額

　になり、さらに、その後３年間は平等割が４分の３になります。

●被用者保険に加入していた方に扶養されていた方の減免（申請は不要）
　　会社の健康保険など被用者保険に加入していた方が後期高齢者医療

　制度に移行したことにより、65 歳以上の扶養家族の方（旧被扶養者）

　が新たに国保に加入される場合に減免が受けられます。

　　所得割、資産割は課税されず、均等割が半額になり、さらに旧被扶

　養者のみの世帯は平等割も半額になります。

●倒産や解雇などにより離職された方の軽減（※申請が必要）
　　倒産、解雇などでやむを得ず離職され、雇用保険を受給される方は、

　国保税の軽減が受けられます。

　　対象者の前年の給与所得を３割として算定します。

●納付が困難になった場合
　　国保税の期別ごとの納付が困難な場合は、分割納付が可能です。

　　また、災害や病気、事業所等の廃止などのやむを得ない事情で生活

　が著しく困難になった方は、減免措置が受けられる場合があります。

　　お早めにご相談ください。

●問合せ→市市民課☎内線 2113、朝日総合支所地域住民課☎（28）2121

変
更
届
け
が
必
要
で
す
。
受
給
者
の
健

康
保
険
証
を
持
参
し
、
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の
→
健
康
保
険
証
・
所

得
課
税
証
明
書
ま
た
は
市
民
税
道
民
税

決
定
通
知
書
（
※
平
成
25
年
度
）
な
ど
。

●
手
続
き
・
問
合
せ
→
市
市
民
課
☎
内

線
２
１
０
８
、
朝
日
総
合
支
所
地
域
住

民
課
☎
（
２
８
）
２
１
２
１

　

士
別
市
国
保
で
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
の
た
め
の
「
特
定
健
康
診
査
」
と
、

そ
の
改
善
に
向
け
て
の
「
特
定
保
健
指

導
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま

 
更
新
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証

 

更
新
し
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証

 

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
に

特
定
健
診
実
施
中



日曜 ・祝日当番医
士別市立病院☎（２３）２１６６

と次の医院が当番医です。

月 日 当　番　医 電 話 番 号

７ 21 吉 田 医 院 （22）0222

７ 28 しべつ内科ｸﾘﾆｯｸ （23）2525

８ ４ 松 塚 医 院 （23）1212

８ 11 道北ｸﾘﾆｯｸ （23）1111

８ 18 船 津 医 院 （23）2674

８月の予防接種
三種混合（ジフテリア・百日ぜき・破傷風）

ポリオ （急性灰白髄炎） ・四種混合
子宮頸がんワクチン ・ ヒブワクチン
小児肺炎球菌ワクチン

接  種  場  所 接   種   日 時  間  帯

松 塚 医 院 毎週月～土曜日 要 予 約

船 津 医 院 毎 週 木 曜 日 要 予 約

上士別医院 毎週月～金曜日 要 予 約

多 寄 医 院 毎週火・木・土曜日 要 予 約

市 立 病 院 第１・３水曜日 要 予 約

あさひクリニック 毎週月～金曜日 要 予 約

しべつ内科クリニック 毎週月～金曜日 要 予 約

道 北 ク リ ニ ッ ク 毎週月～土曜日 要 予 約

※市立病院の子宮頸がんワクチンの接種は、
　 毎週水曜日です。

麻しん ・ 風しん混合

接  種  場  所 接   種   日 時  間  帯

寺 田 医 院 毎週月～土曜日 要 予 約

松 塚 医 院 毎週月～土曜日 要 予 約

船 津 医 院 毎 週 木 曜 日 要 予 約

上士別医院 毎週月～金曜日 要 予 約

多 寄 医 院 毎週火・木・土曜日 要 予 約

市 立 病 院 第２・４水曜日 要 予 約

あさひクリニック 毎週月～金曜日 要 予 約

しべつ内科クリニック 毎週月～金曜日 要 予 約

道 北 ク リ ニ ッ ク 毎週月～土曜日 要 予 約

ＢＣＧ （結核）

接  種  場  所 接   種   日 時  間  帯

船 津 医 院 毎 週 木 曜 日 要 予 約

松 塚 医 院 毎週月～土曜日 要 予 約

市 立 病 院 第１・３水曜日 要 予 約

あさひクリニック 毎週月～金曜日 要 予 約

しべつ内科クリニック 毎週月～金曜日 要 予 約

●接種日・接種時間は予約時にご確認ください。

赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

●
対
象
→
生
後
１
～
３
カ
月
以
内

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
内
容
→
赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り

　

わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
、
ふ
れ
あ

　

い
体
験

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
→
７
月

　

30
日

（火）
午
前
10
時
～
正
午

栄
養
相
談

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
→
８
月

　

５
日

（月）
午
前
９
時
～
正
午

▽
朝
日
総
合
支
所
→
８
月
29
日

　

（木）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

妊
婦
健
康
相
談

●
内
容
→
健
康
相
談
・
母
子
健
康

　

手
帳
交
付
・
妊
婦
受
診
券
発
行

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
→
開
所

　

日
の
午
前
９
時
～
正
午

▽
朝
日
総
合
支
所
→
電
話
で
ご

　

予
約
く
だ
さ
い
。

電話番号→保健福祉センター（22）2400、朝日総合支所（28）2121
　　　　　このほか、健康と育児の相談も随時受け付けます。
　　　　　朝日総合支所は電話でご予約ください。　

２
２
２
０
、
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民

課
☎
（
２
８
）
２
１
２
１
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
☎
（
２
２
）
２
４
０
０

　

士
別
市
国
保
で
は
、
士
別
市
外
の
医

療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た

国
保
加
入
中
の
被
保
険
者
の
方
に
、
受

診
時
に
負
担
し
た
健
診
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
窓
口
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額
→
上
限
５
８
８
０
円
（
年
１
回
）

●
持
参
す
る
も
の
→
国
保
被
保
険
者

証
・
特
定
健
診
受
診
券
（
５
月
下
旬
に

送
付
）
・
健
診
結
果
表
・
健
診
時
の
費

用
負
担
が
わ
か
る
も
の
（
領
収
書
、
組

勘
明
細
書
な
ど
）
・
印
鑑
・
本
人
名
義

の
振
込
先
口
座
・
本
人
確
認
の
書
類
（
免

許
証
な
ど
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
市
民
課
☎
内

線
２
２
２
０
、
朝
日
総
合
支
所
地
域
住

民
課
☎
（
２
８
）
２
１
２
１

　

今
年
度
の
国
保
人
間
ド
ッ
ク
（
自
己

負
担
５
０
０
０
円
）
は
、
定
員
が
残
り

わ
ず
か
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電

話
で
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申

込

み
・

健

診

機

関

→

①
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
２
）
２
６
０
０
②
あ

さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
（
２
８
）

３
３
３
３

す
。
受
診
の
際
は
、
保
険
証
と
受
診
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
健
診
機
関
の
う
ち
、
成
人
病
健
診
セ

ン
タ
ー
・
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
完
全

予
約
制
で
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
早
め
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
旭
川
市
医
師
会
に
よ
る
あ
さ
ひ
サ
ン

ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル
で
の
健
診
は
、
８
月
１

日
（
木
）
が
本
年
度
最
終
日
で
す
。

▽
パ
ー
ト
先
な
ど
で
、
職
場
の
「
事
業

所
健
診
」
や
通
院
先
で
定
期
的
に
血

液
・
尿
検
査
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

検
査
結
果
を
各
窓
口
ま
で
提
出
く
だ
さ

い
。
特
定
健
診
の
基
準
項
目
を
す
べ
て

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
特
定
健
診
を

受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

問

合

せ

→

市

市

民

課

☎

内

線

 

費
用
の
助
成

ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

 

お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
定
員
間
近



　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
も
、
以
前
に

手
話
を
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
方
も
、
こ

の
機
会
に
手
話
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
→
８
月
23
日

（金）
～
９
月
27
日

（金）

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
全
６
回
）
、
午

後
７
時
～
８
時
30
分

●
会
場
→
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
１

●
受
講
料
→
無
料

●
対
象
・
定
員
→
小
学
生
以
上
20
人
程
度

●
講
師
→
士
別
聴
覚
障
が
い
者
の
会

●
申
込
締
切
→
８
月
16
日

（金）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
福
祉
課
☎

内
線
２
１
２
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
３
）

１
７
６
６
、
士
別
聴
覚
障
が
い
者
の

会
事
務
局
（
殿
内
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
２
）

４
０
８
６

※
士
別
聴
覚
障
が
い
者
の
会
事
務
局
へ

の
申
込
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
の
受
付
で
す
。

　

「
い
き
い
き
士
別
ネ
ッ
ト
」
で
は
、

市
民
活
動
の
運
営
費
造
成
の
た
め
、
大

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
→
８
月
４
日

（日）
午
前
10
時
～
午

後
２
時

●
会
場
→
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
地

下
１
階
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

●
内
容

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
→
資
源
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
、
超
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

▽
市
民
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
→
地
域
の
皆

さ
ま
の
手
づ
く
り
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
押
花
体
験
→
ハ
ガ
キ
な
ど
、
楽
し
く

簡
単
に
作
れ
ま
す
。
（
５
０
０
円
）

▽
グ
ル
ー
ア
ー
ト
体
験
→
ホ
ッ
ト
ガ

ン
（
ボ
ン
ド
）
で
貼
る
だ
け
、
簡
単
で

す
。
世
界
に
１
つ
の
作
品
づ
く
り
で

す
。
（
５
０
０
円
）

●
問
合
せ
→
い
き
い
き

士
別
ネ
ッ
ト
（
大
野
）

☎
０
９
０
（
６
８
７
６
）

５
２
９
５

出
張
年
金
相
談

●
７
月
23
日

（火）
午
前
10
時
～
午
後
４

　

時
30
分　

※
完
全
予
約
制
で
す
。

●
会
場
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

●
予
約
・
問
合
せ
→
旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
６
６(

７
２)

５
０
０
４

保
健
所
水
質
検
査

●
７
月
29
日
( 月 )
午
前
10
時
～
正
午

※
検
査
は
有
料
で
専
用
容
器
が
必
要

　

で
す
。
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
会
場
→
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
べ
つ

●
問
合
せ
→
名
寄
保
健
所
☎
０
１
６

　

５
４(

３)

３
１
２
１

児
童
巡
回
相
談

●
子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
っ
た
ら

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
日
時

　

は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
み
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応

　

援
室
☎
内
線
２
１
３
８

８月の運転免許更新時講習日程
●優良運転者講習
　　　８月１日（木）午後１時～１時30分
　　　８月22日（木）午後６時～６時30分
●違反運転者講習
　　　８月22日（木）午後７時～９時
●初回運転者講習
　　　８月１日（木）午後２時～４時
●一般運転者講習
　　　８月７日（水）午後１時～２時
◎会場は、士別市民文化センターです
※問合せは、士別地区交通安全協会連合会
（士別警察署内）　☎（23）0110 まで

 
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か

市
民
手
話
講
習
会

 

ふ
れ
あ
い
交
流
・
地
域
力
発
見

大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

薬剤師採用試験のご案内
　平成 25 年９月 1日採用予定の士別市
職員（薬剤師）の採用試験を８月３日
（土）に実施します。
　応募受付は７月29日（月）までとなっ
ています。
　実施要領については、士別市と市立
病院のホームページや、ハローワーク
の求人票でご確認ください。
●問合せ→市立病院事務局総務課
　　　　　☎（23）2116 内線 2335

泌尿器疾患を学ぼう！
　「泌尿器疾患を知ろう！」と題して、旭川
医大の北雅史助教授、北彩都病院の徳光正行
泌尿器科部長に「おしっこの悩み」や「前立
線がん」の講演をいただきます。
　参加料は無料で、申込みは不要ですので、
当日会場までお越しください。
●日時→平成 25 年７月 27 日（土）
　　　　午後２時～３時 20 分
●場所→市民文化センター研修室
●問合せ→アストラゼネカ (株 ) 内
　　　　　市民公開講座事務局
　　　  ☎ 011-221-0770

８月２日（金）まで発売中８月２日（金）まで発売中


